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Ⅱ 本年度の進路日程等の説明 
 
１ 就職等 
（１）職業能力開発校・高等技術専門校 

 ア なごや職業開拓校 
   ・ 障がいのある方々の職業訓練を行う能力開発訓練施設である。 

   ・ 入校を希望される場合は、募集説明会に参加することが必要である。 

 生産実務科(１年コース) 食品加工科(２年コース) 

募集 

説明会 

令和４年１１月１７日(木)、２５日(金) 
    １２月 １日(木)、 ６日(火) 

       １６日(金)、２０日(火) 
令和５年 １月 ６日(金)、１１日(水) 

今年度の募集は終了 

【８月～１０月にかけて実施】 

選考日 
令和５年２月２日(木) 
令和５年２月３日(金)のいずれか 

令和４年１１月２日(水) 
令和４年１１月４日(金)のいずれか 

選考方法 適性検査・面接 適性検査・面接 

選考結果 令和５年２月１６日(木)に郵送 令和４年１１月１１日(金)に郵送 

 
 イ 名古屋高等技術専門校（総合実務科：１年コース） 

   ・ 知的に障がいのある方を対象に職業訓練を行う施設である。 

 第１回募集 第２回募集 

募集期間 
令和４年１０月６日(木) 

～令和４年１１月２５日(金) 
令和５年１月４日(水) 

～令和５年２月１４日(火) 

選考日 令和４年１２月１１日(日) 令和５年２月２６日(日) 

選考方法 筆記試験・面接 筆記試験・面接 

選考結果 令和４年１２月１７日(土)郵送 令和５年３月４日(土) 

※ 第２回募集は、第１回募集で定員（１０人）に達しなかった場合に実施される。 
※ 県下には、他にも岡崎高等技術専門校、一宮高等技術専門校などがある。 

 ウ 問い合せ先    なごや職業開拓校     名古屋高等技術専門校 
 

 

 

（２）就職 

  ① 職業適性検査の実施 
    ・ パンフレット、求人一覧表を参考にどのような職種へ就職したいのかを考える。 

  ② 職業相談 
    ・ 保護者、本人、担任、公共職業安定所学卒担当者を交えて相談する。 

    ・ 求人一覧表から希望の就職先を絞り、職場見学及び事前面接を済ませておくことが

望ましい。 
  ③ 応募先決定 

    ・ １１月下旬～１２月中旬に決定する。必ず職場体験を実施した上で決定する。 
  ④ 就職一斉選考：令和５年１月２５日(水) 

※注意点  

 事業所への就職は、公共職業安定所を通して決定することを原則とする。 
 縁故関係などで就職する場合でも、就業条件等のトラブルを避けるために、原則とし

て事業所から公共職業安定所へ求人票を提出してもらうこととする。 

（３）企業内学園 

   ・ トヨタ工業学園     ・ デンソー工業学園 

   ※（２）の就職の流れに準ずる。詳細は進路指導主事にお問い合わせください。 
（４）地域若者サポートステーション 

  ・ 愛知県に７箇所設置されており、就職に向けての相談やトレーニングをする施設である。 
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２ 入試の概要 
（１）私立高等学校 
 ア 推薦入試  

 （ⅰ）特徴 
   ・ 募集人員は学校によって異なるが、定員の５０％～８０％程度のところが多い。 
 （ⅱ）受験料 

   ・ １３,０００円程度（学校により異なる） 
 （ⅲ）出願資格 

   ・ 以下の条件を満たす者で、中学校長の推薦を得た者とする。 
 

 
 
 

 

 （ⅳ）入試日程 

   ・ 入  試：１月１６日(月)もしくは１７日(火) 
          ※ １７日：名古屋・中部第一・春日丘・豊川 
   ・ 合格発表：１月１７日(火)もしくは１８日(水) 

 （ⅴ）合否判定 
   ・ 選考方法は学校によって異なるが、提出された書類と面接及び基礎学力テストで合否

を判定する学校が多い。全ての学校で面接が重視される。 
   ・ 調査書には、３年生２学期の評定や特別活動の記録、欠席日数などが記載される。 

   ・ 学習の成績は、３年生２学期の評定を重視する学校が多い。 
   ・ 欠席日数や遅刻・早退の回数を推薦の条件にしている学校もある。 
 （ⅵ）合否後の扱い 

   ・ 推薦入試合格者は、他校（校種を問わず）を受けることはできない。 
   ・ 合格した場合は、入学金等納入金を期日までに納入する。 

   ・ 推薦入試不合格者は、一般入試を受けることができる（改めて出願が必要）。 
 （ⅶ）特待制度 
   ・ 多くの学校が制度を設けている。学力優秀者や運動面で優れた能力や実績を上げた生

徒を特待生とし、授業料全額免除・半額免除などの優遇措置を行っている。 
 

 イ 特色入試 
 （ⅰ）特徴 

   ・ 特色入試の実施の有無や受験できる学科・コースは、学校により異なる。 
   ・ 募集人員は、どの学校も若干名である。 

   ・ 通常の学力検査では測れない能力や進学に対する強い思い等をもつ生徒に対して、エ

ントリーシートの提出やプレゼンテーション等の特色ある試験を通して選抜する。その
ため、選抜方法は学校により大きく異なる。 

 （ⅱ）受験料 
   ・ １３，０００円程度（学校により異なる） 
 （ⅲ）出願資格 

   ・ 自己推薦の形式ではあるが、学校により条件が大きく異なる。 
 （ⅳ）入試日程 

   ・ 入  試：１月１６日(月)もしくは１７日(火) 
          ※ １７日：中部第一 

   ・ 合格発表：１月１７日(火)もしくは１８日(水) 

 （ⅴ）合否判定 
   ・ 選考方法は学校によって異なる。提出された書類と基礎学力テスト及びプレゼンテー

ションなどの特色ある選抜方法で判定される。 
   ・ 調査書には、３年生２学期の評定や特別活動の記録、欠席日数などが記載される。 

ア 令和５年３月に中学校を卒業する見込みの者又は中等教育学校の前期課程を修了
する見込みの者であること。 

イ 当該高等学校を志望する意志が強く、動機･理由が明白･適切であること。 

ウ 人物および学習成績が優れていること。 
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 （ⅵ）合否後の扱い 

   ・ 特色入試合格者は、他校（公立・私立を問わず）に出願することはできない。 
   ・ 合格した場合は、入学金等納入金を期日までに納入する。 

   ・ 特色入試不合格者は、一般入試を受験することができる（改めて出願が必要）。 
 
 ウ 一般入試 

 （ⅰ）特徴 
   ・ 入試日程が３日間に及ぶため、日程が被らないように最大で３校まで受験することができる。  

     ※ 別紙１参照 
   ・ 同日程で実施される専修学校と組み合わせて受験することができる。 

   ・ 合格した学校に前納金（２万円）を支払うことで、入学の権利を確保したまま公立高校
を受検することができる。 

 （ⅱ）受験料 

   ・ １３,０００円程度（学校により異なる） 

 （ⅲ）入試日程 

   ・ 入  試：１月２０日(金)、２３日(月)、２４日(火)の３日間 
   ・ 合格発表：１月２５日(水)～１月２７日(金) 
 （ⅳ）合否判定 

   ・ 多くの学校で５教科の学力試験を実施し、調査書の内容を含めて総合的に判定する。 
   ・ 調査書には、３年生２学期の評定や特別活動の記録、欠席日数などが記載される。 

   ・ 一部の学校では、面接を実施することがある。 
 （ⅴ）合否後の扱い 

   ・ 一般入試合格者は、公立高校を併願することができる。 
   ・ 前納金を支払わなかった場合、その学校に対する入学の権利は失われる。 
 

（２）専修学校 
 ア 推薦入試 

 （ⅰ）特徴 
   ・ ほとんどの学校は、推薦入試の合格者で定員が埋まる。 
 （ⅱ）受験料 

   ・ １０,０００円～２０,０００円（学校により異なる） 
 （ⅲ）出願資格 

   ・ 以下の条件を満たす者で、中学校長の推薦を得た者。 
 

 
 

 

 
 （ⅳ）入試日程 

   ・入  試：１月１６日(月) 
   ・合格発表：１月１７日(火)もしくは１８日(水) 
 （ⅴ）合否判定 

   ・ 選考方法は学校によって異なるが、提出された書類と面接及び作文や基礎学力テスト
で合否を判定する学校が多い。全ての学校で面接が重視される。 

   ・ 調査書には、３年生２学期の評定や特別活動の記録、欠席日数などが記載される。 
   ・ 学習成績は、３年生２学期の評定を重視する学校がほとんどである。 

   ・ 成績よりも人物を重視する学校が多い。 

 （ⅴ）合否後の扱い 
   ・ 推薦入試合格者は、他校（公立・私立を問わず）に出願することはできない。 

   ・ 合格した場合は、入学金等納入金を期日までに納入する。 
   ・ 推薦入試不合格者は、一般入試を受験することができる（改めて出願が必要）。 

ア 令和５年３月に中学校を卒業する見込みの者又は中等教育学校の前期課程を修了

する見込みの者であること。 
イ 当該高等学校を志望する意志が強く、動機･理由が明白･適切であること。 

ウ 人物および学習成績が優れていること。 
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 イ 一般入試 

 （ⅰ）特徴 
   ・ 入試日程が３日間に及ぶため、日程が被らないように最大で３校まで受験することができる。 

     ※ 別紙１参照 
   ・ 同日程で実施される専修学校と組み合わせて受験することができる。 
   ・ 合格した学校に前納金（２万円～１５万円：学校により異なる）を支払うことで、入

学の権利を確保したまま公立高校を受検することができる。 
 （ⅱ）受験料 

   ・ １０,０００円～２０,０００円（学校により異なる） 
 （ⅲ）入試日程 

   ・ 入  試：１月２０日(金)、２３日(月)、２４日(火)の３日間 
   ・ 合格発表：１月２３日(月)～１月２７日(金) 
 （ⅳ）合否判定 

   ・ 選考方法は学校によって異なるが、提出された書類と面接及び作文や基礎学力テスト

で合否を判定する学校が多い。全ての学校で面接が重視される。 

   ・ 調査書には、３年生２学期の評定や特別活動の記録、欠席日数などが記載される。 
   ・ 成績よりも人物を重視する学校が多い。 
 （ⅳ）合否後の扱い 

   ・ 一般入試合格者は、公立高校を併願することができる。 
   ・ 前納金を支払わなかった場合、その学校に対する入学の権利は失われる。 

 

（３）公立（愛知県立・名古屋市立）高等学校 

 ア 全日制：推薦選抜 
 （ⅰ）特徴 
   ・ 普通科は募集人員の１０％程度～１５％程度である。 

   ・ 専門学科は募集人員の３０％程度～４５％程度である。 
   ・ 今年度より、一般選抜に先駆けて別日程で実施される。 

   ・ 学力検査がなく、面接のみ（一部の学科では特別検査を実施）で判定される。 
 （ⅱ）入学検定料 
   ・ ２,２００円 

 （ⅲ）出願資格 
   ・ 下記の条件を満たす者で、中学校長の推薦を得た者とする。 

 
 

 
 

 

 
 （ⅳ）選抜基準【ア～ウ：全学科、エ：農業科・水産科のみ】 

   ・ 以下のいずれかの選抜基準に基づいて選抜する。 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

   ※ より具体的な内容が各高等学校で設定され、ＨＰで公表されている。 
   ※ ○イの項目については、別紙２の裏面をご覧ください。 

ア 令和５年３月に中学校を卒業する見込みの者又は中等教育学校の前期課程を修了
する見込みの者であること。 

イ 当該高等学校を志望する意志が強く、動機･理由が明白･適切であること。 

ウ 人物および学習成績が優れていること。 

エ 各高校が示す選抜基準を満たしていること。 

○ア  人物が優れており、運動、文化、芸術、奉仕活動等の諸活動のいずれかにおいて優

れた能力・適性及び実績等を有する者。 
○イ  人物が優れており、恵まれない環境を克服し、向学心に富み、生活態度が他の模

範となる者。 

○ウ  人物が優れており、「調査書」の「学習の記録」が優秀で、学習活動において他の

模範となる者。 

○エ  将来、農業または水産業に関する職業に就く、もしくはその後継者となる意志を

有する者 
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 （ⅳ）検査日程 

   ・ 面  接：２月６日(月) 
     ※ 例年実施されていた「自己の特性を１分間程度で答えさせる質問等を行う」とい

う文言が実施要項から削除された。 
   ・ 特別検査：２月６日(月)もしくは７日(火) 
   ・ 合格発表：２月８日(水)  ＷＥＢ：１３時半 

                  掲 示：１４時 
 （ⅴ）合否判定 

   ・ 提出された書類と面接及び特別検査(該当学科のみ)の結果を基に合否を判定する。 
   ・ 調査書には、３年生２学期の評定や特別活動の記録、欠席日数などが記載される。 

 （ⅵ）合否後の扱い 
   ・ 推薦選抜合格者は、他の選抜に出願することはできない。 
   ・ 推薦選抜不合格者は、一般選抜や海外帰国生徒選抜を受検することができる（改めて

出願が必要）。 

 

 イ 全日制：特色選抜 
 （ⅰ）特徴 
   ・ 今年度初めて実施される。推薦選抜と同日程で実施される。 

   ・ 特色選抜の実施の有無や受検することができる学科は、学校により異なる。 
     ※ 別紙３参照 

   ・ 募集人員は学校により異なり、５人程度の学校があれば、６０人を超える学校もある。 
   ・ 「志望理由書」の提出が必要である。 

   ・ 面接と各高等学校が事前に選択した作文・基礎学力検査・プレゼンテーション・特別検
査のいずれか一つが実施される。 

 （ⅱ）入学検定料 

   ・ ２，２００円 
 （ⅲ）出願資格 

   ・ 以下のいずれかに該当する者とする。なお、過年度生も受検することができる。 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 （ⅳ）検査日程 
   ・ 検 査 日：２月６日(月) 

   ・ 合格発表：２月８日(水)   ＷＥＢ：１３時半 
                   掲 示：１４時 
 （ⅴ）合否判定 

   ・ 提出された書類と面接及び各高校が選択した検査の結果を基に、特色選抜の趣旨を踏
まえて総合的に合否を判定する。 

   ・ 調査書には、３年生２学期の評定や特別活動の記録、欠席日数などが記載される。 
 （ⅵ）合否後の扱い 

   ・ 特色選抜合格者は、他の選抜に出願することはできない。 

   ・ 特色選抜不合格者は、一般選抜や海外帰国生徒選抜を受検することができる（改めて
出願が必要）。 

 
 

ア 農業、工業、商業、水産、家庭、看護、福祉に関する学科については、当該高校・

学科の特色ある教育内容を理解し、その教育内容に関連する明確な進路目標と当該
高校・学科で学習する強い意欲を有する者。 

イ 理数、体育、外国語及び国際教養に関する学科、総合学科並びにコースを設置する

もしくは特色ある教育課程を有する普通科については、自然学科、人文・社会科学、
スポーツなど特定の分野において優れた能力と顕著な実績を有する者。 

ウ 地域に根ざし、地域貢献を特色とする高校については、当該高校で学習する強い

意欲と地域社会に貢献する意志を有する者。 
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 ウ 全日制：一般選抜 

 （ⅰ）特徴 
   ・ 日進市は、尾張学区の普通科の高校と愛知県下の専門学科・総合学科を受検することが

できる。また、日進市は調整区域に指定されているため、三河学区４校（衣台・豊田西・
豊田・三好）の普通科も特別に受検することができる。 

   ・ 全ての高校が、ＡグループかＢグループのどちらかに分類され、Ａグループから１校、

Ｂグループから１校の最大２校を組み合わせて受検することができる。ただし、尾張学
区の普通科については、１群・２群・共通群の三つに分類され、同じ群もしくは共通群か

ら組み合わせなければならない。 ※ 別紙１裏面参照。 
   ・ 特別に受検ができる三河学区の普通科４校については、グループが異なる場合には、尾

張学区の学校と群に関係なく組み合わせることができる。 
   ・ ２校受検する場合は、志望順位を決めて出願するため、第１志望校に合格した場合、

第２志望校は必ず不合格となる。 

 （ⅱ）入学検定料 

   ・ ２,２００円   ※ ２校受検の場合も２，２００円でよい。 

 （ⅲ）検査日程 
   ・ 学力検査：２月２２日(水) 
   ・ 面  接：Ａグループ：２月２４日(金)    

          Ｂグループ：２月２７日(月) 
   ・ 特別検査：Ａグループ：２月２４日(金)    

          Ｂグループ：２月２７日(月) 
   ・ 合格発表：３月９日(木)  ＷＥＢ：９時半 

                  掲 示：１０時 
 （ⅳ）合否判定 
   ・ 当日の学力検査の結果、調査書の学習の記録や特別活動の記録、面接等の結果などを十

分考慮して各高等学校で校内順位を決め、合否の判定が行われる。 
   ・ 「学習の記録」の評定合計は９科の合計で、これを２倍したものを評定得点とし、最高

は９０点である。ただし、スポーツ科学科、音楽科、美術科、国際英語科、国際教養科お
よび国際探究科については、「学習の記録」を資料とするにあたって、以下の通り傾斜配
点を実施する。 

 
 

 
 

 
   ・ 学力検査では、５教科の配点を各２２点とし、最高は１１０点である。ただし、国際

英語科、国際教養科、国際探究科および全日制単位制高等学校については、以下の通り

傾斜配点を実施する。 
 
 
 
 
 
   ・ 各高等学校があらかじめ選択したⅠ～Ⅴまでのいずれかの方式で傾斜配点を実施する。 

 
 

 

 
 

 

 

・ スポーツ科学科：保健体育の評定を１．５倍 

・ 音楽科：音楽の評定を１．５倍 

・ 美術科：美術の評定を１．５倍 

・ 国際英語科、国際教養科、国際探究科：外国語の評定を１．５倍 

・ 国際英語科、国際教養科、国際探究科：外国語の配点および得点を１．２倍 

・ 全日制単位制高等学校：５教科のうち得点の高い３教科の配点及び得点を２

倍した上で、傾斜配点を行った３教科の得点と傾斜配点を行わなかった他の２

教科の得点の合計（最高１７６点）を最高１１０点に換算する。 

・ Ⅰ （評定得点）＋（学力検査合計得点） 

・ Ⅱ ｛（評定得点）× １．５｝＋（学力検査合計得点） 

・ Ⅲ （評定得点）＋｛（学力検査合計得点）× １．５｝ 

・ Ⅳ ｛（評定得点）× ２｝＋（学力検査合計得点） 

・ Ⅴ （評定得点）＋｛（学力検査合計得点）× ２｝ 

※ 面接は、実施する学校の受検者のみ。 

  別紙４参照  

※ 特別検査は、実施する学科の受検者のみ。 
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 （ⅴ）合否後の扱い 

   ・ 一般選抜合格者は、第二次選抜や定時制後期選抜、通信制後期選抜に出願することは
できない。 

   ・ 一般選抜不合格者で、愛知県内の国立高校・私立高校の受験においても合格しなかっ
た場合には、第二次選抜を受検することができる（改めて出願が必要）。 

 （ⅵ）志願変更 

   ・ 第１志望校・第２志望校のいずれか１校１学科に限り行うことができる。 
   ・ 普通科間の志願変更は、同一群内に限る。 

   ・ 志願変更を行う場合は、志望順位の変更が認められる。ただし、志望順位のみの変更
は認められない。 

   ・ 志願変更は２月１４日(火)９時～１５時に限り認められる。 
 
 エ 全日制：その他特別な選抜 

 （ⅰ）外国人生徒等にかかる入学者選抜 

   ・ 外国籍を有する者、または保護者が外国籍を有する者など特別な事情があると認めら

れる者で、小学校４年生以上の学年に編入学した者、もしくは３年生以下の学年に編入
学し、特別な事情があると認められる者、または、入国後の在日期間が６年以内の者が
対象となる。 

   ・ この選抜方法を実施する高等学校を受検することができる。 
   ・ 検査日程は、推薦選抜に同じ。ただし、志願者全員に対して基礎学力検査を行う。 

 （ⅱ）全日制単位制高等学校にかかる入学者選抜 
   ・ 中学校２年生、中学校３年生のいずれかの学年または両方のそれぞれの学年における

欠席日数が年間３０日程度以上の者が対象。 
   ・ この選抜方法を実施する高等学校を受検することができる。 
   ・ 検査日程は、推薦選抜に同じ。ただし、志願者全員に対して基礎学力検査を行う。 

 （ⅲ）海外帰国生徒にかかる入学者選抜 
   ・ 原則として、継続して２年以上海外に保護者とともに在住していた者で、令和３年３

月１日以後に帰国した者が対象。 
   ・ この選抜方法を実施する高等学校を第１志望校として受検することができる。また、

同時に一般選抜にも出願することになる。そのため、海外帰国生徒選抜において不合格

だった場合は、一般選抜においても合否を判定する。 
   ・ 一般選抜において、第２志望校へ出願することができる。 

   ・ 検査日程は、一般選抜に同じ。ただし、志願者全員に対して面接を行う。 
 （ⅳ）特別な選抜にかかる提出書類 

   ・ 上記（ⅰ）～（ⅲ）の特別な選抜に出願する場合、一般選抜とは異なる提出書類を準
備する必要がある。詳細は進路指導主事にお問い合わせください。 

 （ⅴ）特別な選抜の実施校一覧 

選抜の種類 日進中の生徒が受検可能な学校 

外国人生徒等選抜 

県立名古屋南高等学校(普通科)  県立小牧高等学校(普通科) 

県立東浦高等学校(普通科)    県立衣台高等学校(普通科) 

県立豊田工科高等学校(工業科)  県立豊川工科高等学校(工業科) 

県立中川青和高等学校(キャリアビジネス科) 

県立岩倉総合高等学校(総合学科) 県立知立高等学校(総合学科) 

県立豊橋西高等学校(総合学科) 

全日制単位制選抜 
県立守山高等学校(普通科) 

県立中川青和高等学校(キャリアビジネス科) 

海外帰国生徒選抜 

県立昭和高等学校(普通科)    県立中村高等学校(普通科) 

県立豊田西高等学校(普通科)   市立名東高等学校(国際英語科) 

県立千種高等学校(国際教養科)  県立刈谷北高等学校(国際探究科) 
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 オ 第二次選抜 

 （ⅰ）特徴 
   ・ 合格者が募集人員に満たない高等学校・学科において実施する。 

 （ⅱ）検定料 
   ・ ２，２００円 
 （ⅲ）出願資格 

   ・ 愛知県内の国公私立のいずれかの高等学校を受検し、いずれの高等学校にも合格しな
かった者が対象である。 

   ・ 学区内の高等学校のうち、群・グループに関わりなく、１校１学科に限り出願できる。
また、志願変更は１回行うことができる。ただし、普通科の志願変更は、同一学区内に

限る。 
 （ⅳ）検査日程 
   ・ 検 査 日：３月１５日(水) 

   ・ 合格発表：３月１６日(木) １０時 

 （ⅴ）合否判定 

   ・ 当日の学力検査の結果、調査書の学習の記録や特別活動の記録、面接等の結果から総
合的に合否を判定する。 

   ・ 入学検査として、作文・学力検査Ⅰ・学力検査Ⅱ・面接を行う。学力検査Ⅰは、国語、

数学、外国語（英語）の基礎的な内容とする。ただし、外国語（英語）の聞き取り検査
は行わない。また、学力検査Ⅱは、社会と理科の基礎的な内容とする。 

   ・ デザイン科、スポーツ科学科、音楽科、美術科では、特別検査を行う。 
 

 カ 定時制 
 （ⅰ）特徴 
   ・ 昼間定時と夜間定時があり、４年程度で卒業するのが一般的である。 

   ・ 前期選抜と後期選抜の２種類がある。 
   ・ 前期選抜を受検する場合、全日制課程推薦選抜、特色選抜、一般選抜、その他特別な

選抜と併願することはできない。 
 （ⅱ）検定料 
   ・ ９５０円 

 （ⅲ）検査日程 
   ・ 前期選抜：２月 ９日(木)   合格発表：２月１５日(水)１０時 

   ・ 後期選抜：３月１５日(水)   合格発表：３月１６日(木)１０時 
 （ⅳ）合否判定 

   ・ 入学志願者全員に対し、作文・面接を行い、合否を判定する。基礎学力検査(国語・数
学・英語)を実施する学校もある。 

 （ⅴ）合否後の扱い 

   ・ 前期選抜合格者は、定時制後期選抜、通信制後期選抜に出願することはできない。 
 

 キ 通信制 
 （ⅰ）特徴 
   ・ 与えられた課題に対して自分で学習し、レポートや試験に合格して必要な単位を取得

して卒業する。 
   ・ 前期選抜と後期選抜の２種類がある。 

   ・ 前期選抜を受検する場合、全日制課程推薦選抜、特色選抜、その他特別な選抜と併願す
ることはできない。 

 （ⅱ）検定料 

   ・ 不要 
 （ⅲ）検査日程 

   ・ 前期選抜：１月２９日(日)   合格発表：２月 １日(水) 郵送 
   ・ 後期選抜：３月２２日(水)   合格発表：３月２４日(金) 郵送 
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 （ⅳ）合否判定 

   ・ 学力検査は実施せず、調査書等の審査により合否を判定する。合否判定のための十分な
資料を得るため、作文および面接を行うことがある。 

 （ⅴ）合否後の扱い 
   ・ 前期選抜合格者は、他の選抜に出願することはできない。 
 

（５）国立高等学校・高等専門学校 
 ア 豊田工業高等専門学校 

 （ⅰ）特徴 
   ・ 機械工学科、電気・電子システム科、情報工学科、環境都市工学科、建築学科の五つ

の学科があり、各学科４０名を募集している。 
   ・ 修行年限は５年である。卒業後は専攻科への進学、大学３年生への編入学、就職となる。 

 （ⅱ）検定料 

   ・ １６，５００円 

 （ⅲ）出願資格 

   ・ この学校を第１希望とする者に限る。 

 （ⅳ）選抜方法 

   ・ 推薦選抜：各学科３０％程度：第１志望学科のみ 

   ・ 学力検査選抜：各学科７０％程度：第３志望学科までの判定 

     ※ 以下、一般選抜と表記する。 

 （ⅴ）検査日程 

   ・ 推薦選抜：１月１４日(土)   ・ 合格発表：１月２０日(金) ＷＥＢ：１０時 

   ・ 一般選抜：２月１２日(日)   ・ 合格発表：２月１７日(金) ＷＥＢ：１０時 

 （ⅵ）合否判定 

   ・ 推薦選抜：提出された書類と面接の結果を総合して合否を判定する。 

   ・ 一般選抜：提出された書類と５教科の学力検査の結果を総合して判定する。 

          各学科の学力検査の成績上位４名は内申点に関係なく合格とする。 

          「内申点」は２年生と３年生の９教科評定の合計とする。ただし、数学と

理科の評定は２倍する（最高１１０点となる）。 

          「内申点」の２倍（最高２２０点）と学力検査の点数（各教科１００点の

最高５００点）を合わせた総合得点（最高７２０点）で判定する。 

 （ⅶ）合否後の扱い 
   ・ 私立高校・専修学校の一般受験に出願して、豊田高専の推薦選抜に合格した場合、私

立高校・専修学校の一般受験２日目以降の受験を辞退してもよい。 
   ・ 推薦選抜に不合格の場合、あらかじめ一般選抜の受検を希望していた場合は、再出願

や検定料の再支払いは不要である。ただし、志望学科を変更する場合には、再出願とな
るため、検定料の再支払いや書類の再郵送が必要となる。 

   ・ 公立高校の一般選抜に出願して、豊田高専の一般選抜に合格した場合、公立高校の一

般選抜の受検を辞退する必要がある。 
   ・ 合格した場合は、「入学確約書」を期日までに提出する。 

 

 イ 名古屋大学教育学部附属高等学校 

 （ⅰ）特徴 

   ・ 普通科１２０名の募集に対し、約８０名が附属中学校から内部進学により入学する。 

   ・ 名古屋大学と連携し、高校在学中に名古屋大学の教授による基礎的な授業を受講する

ことができる（名古屋大学への内部進学があるわけではない）。 

 （ⅱ）入学検定料    

   ・ ９，８００円 
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 （ⅲ）出願資格 

   ・ この学校を第１希望とする者に限る。 

   ・ 片道通学時間が７０分以内であり、保護者と居住していること。 

 （ⅳ）選抜方法 

   ・ 特別推薦選抜：８名程度   

   ・ 海外帰国生徒選抜：３名程度 

   ・ 一般選抜：３０名前後 

 （ⅴ）検査日程 

   ・ 特別推薦選抜：一次審査：書類審査のみ 

            ・ 合格発表：１２月２７日(火) ＷＥＢ：１５時 

            二次審査：１月９日(月) 

            ・ 合格発表：１月１６日(月)  ＷＥＢ：１３時半 

   ・ 一般選抜：１月１８日(水)   ・ 合格発表：１月２３日(月) ＷＥＢ：１３時半 

   ・ 海外帰国生徒選抜：一般選抜に同じ 

 （ⅵ）合否判定 

   ・ 特別推薦選抜一次審査：提出した書類のみで審査される。 

   ・ 特別推薦選抜二次審査：個人面接によって判定する。 

   ・ 一般選抜：提出された書類と国・数・英の３教科の学力検査、作文、面接の結果を総

合して判定する。なお、数学の得点は１．５倍の傾斜配点を実施する。 

   ・ 海外帰国生徒選抜：一般選抜に同じ 

 （ⅶ）合否後の扱い 
   ・ 私立高校・専修学校の一般受験に出願して、名大附の特別推薦選抜に合格した場合、

私立高校・専修学校の一般受験を辞退してもよい。また、名大附の一般選抜等を併願し
ていた場合、一般選抜等の検定料は、手続きの後に返還される。 

   ・ 私立高校・専修学校の一般選抜に出願して、名大附の一般選抜に合格した場合、私立
高校・専修学校の一般選抜の３日目の受験を辞退してもよい。 

   ・ 合格した場合は、「入学届」を期日までに提出する。 

 

 ウ 愛知教育大学附属高等学校 

 （ⅰ）特徴 

   ・ 普通科１２０名の募集に対し、約１５名が附属中学校から内部進学により入学する。 

   ・ ＳＥＨプロジェクトと称し、愛知教育大学の教授による授業を実施したり、愛教大の

研究室を訪問したりするなど、愛教大との連携を重要視している。 

 （ⅱ）検定料 

   ・９，８００円 

 （ⅲ）出願資格 

   ・ この学校を第１希望とする者に限る。 

 （ⅳ）選抜方法 

   ・ 推薦選抜：３０名程度 

   ・ 一般選抜：７５名程度 

   ・ 海外帰国生徒選抜：若干名 

 （ⅴ）検査日程 

   ・ 推薦選抜：１月１７日(火)   ・ 合格発表：１月１８日(水) ＷＥＢ：９時 

   ・ 一般選抜：１月２５日(水)   ・ 合格発表：１月３０日(月) ＷＥＢ：９時 

   ・ 海外帰国生徒選抜：一般選抜に同じ 
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 （ⅵ）合否判定 

   ・ 推薦選抜：提出された書類と作文、面接により総合的に判定される 

   ・ 一般選抜：提出された書類と５教科の学力検査を総合して判定する。 

          評定得点は３年生の９教科評定の合計とする。 

          評定得点の４倍（最高１８０点）と学力検査の点数（各教科４０点の最高

２００点）を合わせた総合得点（最高３８０点）で判定する。 

   ・ 海外帰国生徒選抜：一般選抜の内容に加えて、面接を実施する。 

 （ⅶ）合否後の扱い 
   ・ 私立高校・専修学校の一般受験に出願して、愛教附の推薦選抜に合格した場合、私立

高校・専修学校の一般受験を辞退してもよい。 

   ・ 推薦選抜に不合格の場合、一般選抜の再出願と検定料の再支払いが必要である。期日
が短いため、早急に手続きする。 

   ・ 合格した場合は、入学料を期日までに提出する。 

 

（６）私立通信制高等学校 

  ・ 基本的に学校から与えられた課題に自分で取り組み、単位を取得して卒業する。 
  ・ 年に数回登校し（スクーリング）、テストや行事に参加する。 
  ・ 多くの場合自分だけで学習することに不安を感じるため、サポート校と呼ばれる学校に

同時に入学する。サポート校で支援を受けながら学習を進める。サポート校に登校する回
数は週に１～５回とさまざまなコースから選択することできる。 

 
（７）県外受験 
  ・ 県外受験することを早めに担任に連絡すること。 

  ※ 県外の入試は、日程や条件が愛知県と異なるため注意が必要である。 
  ・ 公立高校受検の場合は、保護者が該当の都道府県教育委員会から必要な資料や書類を取

り寄せる。中学校から連絡が必要な場合には中学校に申し出る。 
  ・ 私立高校受験の場合は、保護者が受験する高校から必要な資料や書類を取り寄せる。 

  ・ 必要な書類を担任に提出し、中学校側の手続きを終える。 
  ・ 本人またはその保護者が必要な書類を提出する。 
 

（８）その他 
 ア 助成金 

   ・ ここ数年間で、私立高校・専修学校における国及び愛知県が実施する授業料の補助、愛
知県が実施する入学金の補助が大幅に拡充された。詳しくは、別紙５をご覧ください。ま
た、高等学校等における助成制度(愛知県ＨＰ)や愛知県私学協会のＨＰをご確認くださ

い。 

 

 イ 追試験・追検査（新型コロナウイルス関連以外の対応） 
 （ⅰ）私立高校・専修学校 

   ・ 学校ごとに対応が異なるため、受験日に異常が生じた場合には中学校へ連絡し、中学校
長が該当高等学校長と協議し、対応を決定する。 

 （ⅱ）公立高校 

   ・ やむを得ない理由により学力検査を当日に受検できなくなった志願者は、追検査を受
検することができる。また、やむを得ない理由による遅刻の場合でも、遅刻の状況に応じ

て追検査を受検することができる。ただし、新型コロナウイルスに関する対応は別に設
定される予定である。 

   ・ 追検査：２月２８日(火) 

 （ⅲ）国立高校・高等専門学校 
   ・ 追検査を実施しない。 
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 ウ 新型コロナウイルスへの対応 

 （ⅰ）私立高校・専修学校 
   ・ 推薦入試の追試：一般入試の日程で実施する。 

             一般入試の日程に間に合わない場合は、追加試験日に指定された 
１月２９日(日)、２月３日(金)～５日(日)の日程で各高校の指定す
る日に受験する。 

   ・ 一般入試の追試：上記の追加試験日で各高校が指定する日に受験する。 
 （ⅱ）公立高校 

   ・ 今後、愛知県教育委員会から詳細の通知が出る予定。 
   ・ 概要に関しては、別紙６を参照してください。 

 （ⅲ）国立高校・高等専門学校 
   ・ 豊田高専のみ追試験を実施する。 
     推薦選抜の追試験：１月２８日(土) 

     一般選抜の追試験：２月２６日(日) 

 （ⅳ）その他 

   ・ 積極的に換気をするため、寒さ対策として防寒具の着用が認められる。 
   ・ 受験者本人または同居家族の感染状況や、ＰＣＲ検査等によるスクリーニング検査の

結果によって、受験（受検）の対応が異なる。どの受験（受検）校に対しても中学校長

を通して対応を協議するため、何か異常があった場合は中学校へ連絡してください。 
 

 エ 高等学校等のインターネットでの情報について 
  ・ 愛知県教育委員会  ・ 愛知県私学協会  ・ 愛知県高等専修学校各種学校連合会 

 
 
 

 
 

 
３ 推薦を受けるまでの手順 
 ・ 以下の手順で推薦が決定する。 

 

 推薦依願書を作成する（生徒から担任に申し出る）  

            ＜私立・専修・国立＞      ＜公立＞ 

             １１月２１日(月)から      １２月５日(月)から 

 担任に提出する（締切厳守）  

            ＜私立・専修・国立＞      ＜公立＞ 

             １１月２８日(月)まで      １２月２３日(金)まで 

 進路（推薦）委員会で検討する    
 

 校長による推薦  

 

 生徒・保護者への通知  

            ＜私立・専修・国立＞      ＜公立＞ 

             １２月の三者懇談会       １月１１日（予定） 

 推薦入試（推薦選抜）を受験（受検）する 
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４ その他 
  ・ 体験入学や学校説明会への積極的な参加をお願いします。生徒自身が感じた進学先の雰

囲気は、選択をする上で重要な情報になります。特に、専修学校においては、学校に対する

理解を深めるためにも保護者同伴での参加をお願いしています。 
  ・ 困ったときや迷ったときは、早めの相談をお願いします。正確な情報を伝えるために、教

員側もさまざまな情報を調べたり確認したりする時間が必要です。 

  ・ 進路選択の決定権はご家庭にあります。担任は、生徒からの進路希望をじっくりと聞き取
り、それに合わせて助言を行います。進路選択の幅を狭めないためにも、いろいろな進路先

を示す場合があります。ご家庭でもじっくりと話し合って情報を取捨選択し、進路決定に
向かってください。 

  ・ 私立高校の出願は、ほぼ全ての学校でＷＥＢ出願となりました。専修学校においてもＷＥ

Ｂ出願を導入する学校が増えました。１２月の三者懇談会で受験校を確認し、２学期中に
ＷＥＢによる志願者登録をしていただきます。志願者登録の内容は、３年学年団がＷＥＢ

上にて確認します。２学期終業式には、受験料の振込を始めるよう生徒に指示をする予定

です。１２月中に振込をお願いします。また、紙の願書の場合においても、基本的にはＷＥ

Ｂ出願と同日程で進めてまいります。国立高校の出願に関しては、学校ごとに別途お知ら
せします。国立・私立・専修については、２学期の三者懇談会で詳しく説明します。 

  ・ 公立高校については、３学期の三者懇談会で受検校を最終決定し、学校にて出願の準備を

していきます。検定料の徴収に関しては別途お知らせします。 
 
 
Ⅲ 諸連絡・質疑応答 
 

１ 公立高等学校入学者選抜時に「特別警報」が発表された場合の措置について 
（１）特別警報が発表された場合、直ちに学力検査・面接等の入学者選抜業務は停止される。 

（２）特別警報が発表された場合、高等学校は、生命・安全の確保のため受検者を校内に留め置
くので、中学校は、受検者を保護者へ引き渡すために高等学校と連絡調整する。 

（３）特別警報に位置づけられる「緊急地震速報（震度６弱以上）」が発表された場合には、地
震が実際に発生した時点で対応することとする。 

 

２ 公立高等学校入学者選抜時に「南海トラフ地震臨時情報（調査ちゅう）」が発表された場合
の措置について 

（１）その後の情報の発表に注意し、予定された入学者選抜業務が行われる。 
（２）その後、「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）」が発表された場合は、愛知県教育

委員会の指示により、入学者選抜業務が停止されることがある。 

 

３ 高等学校等就学支援金・日進市私立高等学校等入学納付金補助制度について 

 

 

 

 



 

※太字の学校は昨

年度と日程が変更

になった学校です。 



 







（別紙） 　特色選抜

高等学校名 学科名 入学検査の内容
【参考】

定員
 緑丘 総合 作文 12
 愛知商業 商業 基礎学力検査 56
 惟信 普通 プレゼンテーション 56
 中村 普通 基礎学力検査 16
 名古屋工科 工業 基礎学力検査 24
 中川青和 キャリアビジネス 基礎学力検査 24
 瀬戸西 普通 基礎学力検査 10

ロボット工学
機械・新素材工学

基礎学力検査 24

工芸デザイン 基礎学力検査 16
 春日井 普通 プレゼンテーション 5
 春日井工科 工業 基礎学力検査 48

商業 基礎学力検査 40
生活文化 基礎学力検査 8

 豊明 普通 基礎学力検査 20
 犬山 総合ビジネス 作文 8
 （犬山南） （新学科） プレゼンテーション 40
 尾北 国際教養 基礎学力検査 5

商業 基礎学力検査 32
生活文化 基礎学力検査 8

福祉 基礎学力検査 8

機械・航空産業
自動車・電気

特別検査（実技試験） 32

環境科学
情報デザイン

作文 16

 木曽川 総合ビジネス 基礎学力検査 8

ＩＴ工学・機械
電気

プレゼンテーション 32

建築デザイン
都市工学

プレゼンテーション 16

 一宮商業 商業 プレゼンテーション 48
 津島北 商業 基礎学力検査 24
 津島東 普通 作文 48

園芸 作文 8
農業土木 作文 8

環境デザイン 作文 8
生活科学 作文 8

 杏和 総合 作文 48
 佐屋 園芸科学・生物生産 作文 16

ロボット工学
機械・電子工学

基礎学力検査 32

建築デザイン 基礎学力検査 8
 海翔 福祉 基礎学力検査 8
 美和 普通 作文 40
 半田 普通 プレゼンテーション 5
 半田東 普通 プレゼンテーション 6

農業科学 基礎学力検査 16
施設園芸 基礎学力検査 8
食品科学 基礎学力検査 8
生活科学 基礎学力検査 8

 瀬戸工科

 春日井泉

 古知野

 小牧工科

 一宮工科

 稲沢緑風館

 愛西工科

 半田農業

人程度まで

1



　特色選抜

高等学校名 学科名 入学検査の内容
【参考】

定員
 半田商業 商業 基礎学力検査 48

普通 基礎学力検査 5
工業 基礎学力検査 8

 東海樟風 総合情報 プレゼンテーション 15
 大府 生活文化 プレゼンテーション 16
 桃陵 ヒューマンケア 作文 4
 知多翔洋 総合 プレゼンテーション 28
 東浦 普通 基礎学力検査 20
 内海 普通 作文 16
 武豊 普通 作文 8
 豊田西 普通 プレゼンテーション 5
 豊田 普通 基礎学力検査 64
 豊野 普通 基礎学力検査 32

普通 基礎学力検査 24
ライフコーディネート 基礎学力検査 8

 加茂丘 普通 作文 10
 足助 普通 プレゼンテーション 12
 豊田工科 工業 基礎学力検査 48

農業 基礎学力検査 16
林産工芸 基礎学力検査 8

環境デザイン 基礎学力検査 8
生活科学 基礎学力検査 8

 三　好 スポーツ科学 特別検査（実技試験） 24
 岡崎 普通 プレゼンテーション 5
 岡崎北 理数 プレゼンテーション 4

機械・機械デザイン
電気

作文 32

都市工学 作文 8

環境科学
情報デザイン

作文 16

 岡崎商業 商業 プレゼンテーション 16
普通 基礎学力検査 10

総合ビジネス 基礎学力検査 5
機械・電子工学 基礎学力検査 32

建築デザイン
環境科学

基礎学力検査 16

 刈谷 普通 プレゼンテーション 10
 刈谷工科 工業 基礎学力検査 28
 安城 生活文化 プレゼンテーション 16
 安城南 普通 プレゼンテーション 8

農業・園芸 基礎学力検査 16
フラワーサイエンス 基礎学力検査 8

食品科学 基礎学力検査 8
動物科学 基礎学力検査 16
森林環境 基礎学力検査 8

普通 基礎学力検査 5
生活デザイン 基礎学力検査 5

普通 作文 32
生活文化 作文 16

 高浜 福祉 プレゼンテーション 8

 猿投農林

 常滑

 松平

 岡崎工科

 碧南

 碧南工科

 安城農林

 一色

 吉良

人程度まで
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　特色選抜

高等学校名 学科名 入学検査の内容
【参考】

定員
 豊橋南 普通 プレゼンテーション 5
 豊橋商業 商業 基礎学力検査 12

総合ビジネス 基礎学力検査 8
生活文化 基礎学力検査 8

 福江 普通 基礎学力検査 8
農業・施設園芸 基礎学力検査 16

食品科学 基礎学力検査 8
生活科学 基礎学力検査 8

 国府 総合ビジネス 基礎学力検査 4
 （御津） （新学科） プレゼンテーション 24
 小坂井 普通 作文 14
 宝陵 福祉 基礎学力検査 4

海洋科学 プレゼンテーション 2
情報通信 プレゼンテーション 2
海洋資源 プレゼンテーション 2
水産食品 プレゼンテーション 2

総合（文理系） 作文 24
総合（専門系） 作文 24

 作手校舎 人と自然 作文 8
 市立北 普通 プレゼンテーション 10
 市立名古屋商業 商業 基礎学力検査 30
 市立若宮商業 未来ビジネス 基礎学力検査 32

 成章

 渥美農業

 三谷水産

 新城有教館

（注１）学科名は、同一学科について一括募集としている場合には大学科名、小学科が一つだけ

の場合には小学科名としてある。

（注２）各高等学校の校名・学科名は、令和４年度募集公告に基づく。

ただし、令和５年度に以下の改編等を行うため、上記のように記載した。

・愛知県立中川商業高等学校は学科改編とともに校名を変更するため。

・愛知県立春日井商業高等学校は生活文化科を新設するとともに校名を変更するため。

・愛知県立犬山南高等学校と愛知県立御津高等学校は学科改編とともに校名を変更する予

定であるため。

・愛知県立稲沢高等学校と愛知県立稲沢東高等学校、愛知県立尾西高等学校を統合し、新

校を開校するため。

・愛知県立津島北高等学校は学科改編を行うため。

（注３）定員は、令和４年度の募集人員を基に算出した人数を「【参考】」として示しているが、

令和５年度の募集人員により変更になる可能性がある。

（注４）特別検査（実技試験）の内容は、次のとおりとする。

・小牧工科高等学校機械・航空産業・自動車・電気科においては、「紙を使った立体の構

成」を行う。

・三好高等学校スポーツ科学科においては、「スポーツの種目別実技」を行う。

人程度まで
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（参考）令和５年度入学者選抜における特色選抜の実施について

１ 特色選抜を実施する学校・学科数

77校１校舎 113学科

２ 面接に加えて行う入学検査の内容

作文 16校１校舎 24学科

基礎学力検査 37校 60学科

プレゼンテーション 23校 27学科

特別検査（実技試験） 2校 2学科

※ 特別検査（実技試験）を行う高等学校・学科は次のとおりです。

・小牧工科高等学校機械・航空産業・自動車・電気科……紙を使った立体の構成

・三好高等学校スポーツ科学科……スポーツの種目別実技















令和４年度 進路日程(概要) 

 月 火 水 木 金 土 日 

１１ 

月 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 

 

 

推薦依願書配付 

22 23 24 25 26 27 

28 

推薦依願書

提出〆 

29 30 1 2 

進路委員会 

3 4 

１２ 

月 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 終業式 

 

 

24 25 

26 27 28 29 30 31 1 

１ 

月 

 

2 3 4 5 6 

始業式 

7 8 

国立・私立・専修の受験校を決めていきたい＆公立の受検校を相談したい 

国立・私立・専修の受験校を決めていきたい＆公立の受検校を相談したい 

国立・私立・専修の受験校を決めていきたい＆公立の受検校を相談したい 

国立・私立・専修の受験校を決めていきたい＆公立の受検校を相談したい 

国立・私立・専修の受験校 

の最終確認 

三者懇談会：①国私専の受験校の確認と今後の手続きの説明 
       ②推薦可否の通知 
       ③公立の受検校の相談と公立推薦依願書の配付 

国私専の出願準備＆公立の受検校を決めていきたい 

国私専の出願準備＆公立の受検校を決めていきたい 国私専の受験料の振込 

国私専の受験料の振込 

進路希望調査⑤配付 

定期テスト３ 



 

 

 

 

 

 

１ 

月 

9 

名大附 

二次審査 

10 

実力テスト４ 

進路委員会 

11 

推薦可否通知 

12 13 

公立推薦 

願書指導 

14 

豊田高専 

推薦入試 

15 

16 17 

 

愛教附 

推薦入試 

18 

名大附 

一般入試 

19 20 

私立専修 

一般入試 

１日目 

21 22 

23 

私立専修 

一般入試 

２日目 

24 

私立専修 

一般入試 

３日目 

25 

 

愛教附一般入試 

就職一斉選考 

26 27 28 29 

通信制前期選抜 
私立追検査 

30 31 1 

 

通信制前期選抜 

合格発表 

2 

公立一般 

願書指導 

3 4 5 

２ 

月 

6 

公立推薦選抜 

公立特色選抜 

7 

公立推薦選抜 

特別検査 

8 

公立推薦・

特色選抜 

合格発表 

9 

定時制前期選抜 

10 

公立一般出願 

11 12 

豊田高専 

一般入試 

13 

公立一般出願 

14 

公立一般選抜 

志願変更 

15 

定時制前期選抜 

合格発表 
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